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　助成事業の概要

研修会：『科学的根拠のある方法による自閉症ス
ペクトラム障害児への支援』
日時：2019 年 7 月 14 日（日）10 時から 16
時
講師：午前中の講師  島崎まゆみ先生（兵庫教育
大学准教授）ご専門は応用行動分析学　午後の講
師　新澤伸子先生（武庫川女子大学教授）ご専門
は TEACCH
対象：自閉症スペクトラム障害の子どもの保護者 
自閉症スペクトラム障害の子どもに日常的にかか
わる教師・保育士・福祉職員等 　合計 180名 
料金：無料（多くの人に、まず興味を持っていた
だきたいので、無料とします） 

　事業の成果

　講演会には、保護者・教師・福祉事業者・心理
関係者など、２７５名の参加者が集った。 
　午前中は、兵庫教育大学大学院准教授であり、
応用行動分析の専門家である嶋﨑まゆみ先生の講
演会をお聞きした。嶋﨑先生の講演では、子ども
の問題行動の背景要因や、応用行動分析の基本的
な理論、それを生かした支援の手順について分か
りやすく参加に説明をしていただいた。多くのご
経験の中から、多くの例を出していただきなが
ら、講演をしていただいたので、参加者にも理解
しやすかったのではないかと考えられる。
　午後は、武庫川女子大学大学教授であり、
TEACCH® 公認上級コンサルタントの新澤先生

からは TEACCH 自閉症プログラムの原則、自閉
症の特性、自閉症の早期支援の目的と意義、大阪
府発達障がい児療育拠点事業の効果検証につい
て、お話しいただきました。新澤先生が関わって
おられる支援の中で、使っている構造化方法につ
いて、多くの写真を用いて、実例を示していただ
けたので、参加者も、家庭や教室で、すぐに取り
組むことが可能であると考えられた。
　無料ということもあってか、兵庫県内の自閉症
支援で、非常に有名な専門家のお二人の講演とい
うこともあってか、園・学校などの職場で誘い合
わせて参加していただける方もいらっしゃり、県
内地域に科学的根拠のある自閉症支援、自閉症児
への特別支援教育の啓蒙について、大きなインパ
クトを残せたのではないかと考えられる。
　講演会終了後に、スタッフに対して、「今度は
いつあるのか？」「定期的に開催してほしい」な
どの強い要望や、地域の専門職の方から、地域連
携の必要性のお話もいただいた。今回、助成を受
けることで実現した一つの事業が、大きく発展、
派生していく可能性を感じることができた。

　成果の広報、公表

　余っている研修会資料については、近隣の学校
等や児童発達支援・放課後等デイサービスに、順
次配らせていただいている。今回の事業を行う前
に、SNS やインターネット、口コミ等で十分に
広報を行ったつもりであったが、事業のことを知
らない方が、少なからずいらっしゃった。その
方々に、資料をお渡しすると、内容を見られて、

「今度は参加したい」との声もいただいている。 
　講師の先生方のスライドについては、著作権も
あるため、ネット上に公開し不特定多数が閲覧で
きるようにすることができないが、少しでも多く
の方に、今回の事業のことや、科学的根拠に基づ
く支援の面白さを知ってほしいので、手渡しとい
う形でも、残っている資料のすべて配っていきた
いと考えている。

　今後の展開

　会場はほぼ満席となり、当日参加される方もい
らっしゃった。また、「来年も開催してほしい」、「定
期的に科学的根拠のある支援についての学びの機
会が欲しい」「なぜ、今までに兵庫県にこのよう
な機会がなかったのか？」との声も多くいただい
た。
今後の展開としては、 
（１）定期的に開催できるように体制を整えてい
くこと
（２）多くの専門家の研修を１～２日にわたって
学ぶことができる研修会にすること（例、関東に
おける「自閉症カンファレンス」や中部地方にお
ける「東海特別支援教育カンファレンス」）
（３）多くの保護者や支援者の方々を巻き込みな
がら、地域の特別支援教育や自閉症支援の発展の
ハブになれるような研修会にすること
ができたらと考えている。
　すべての自閉症の特性がある子どもたちが、「科
学的根拠のある支援を受けることができる社会」
と「自閉症の特性のある子どもたち／成人の方た
ちのより良い生活や人生の実現」に寄与できるよ
うにしたいと考えている。
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